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　飛騨市学園構想の「対話にあふれ

た地域学校協働活動」の取組の一例

をお伝えします。

◆神岡小中「学校支援部」とは？

　今回は、神岡小中地域学校協働本

部の学校支援部の活動を紹介しま

す。学校支援部は、学校長の経営方針

を受け、育てたい子ども像に向かう

支援活動を神岡で展開することを目

的として活動しています。「負担感を

減らす」をキーワードに、持続可能な

活動を重視しています。

　具体的な活動としては、中学校の

「神岡FIELD学」、小学校の「ふるさと

学習」の支援、さらに、英語や漢字の

検定、「夏休み学習日」などを実施し

ています。

　児童生徒がやらされて学ぶのでは

なく、意欲的に取り組めるよう、そし

て教師も見通しをもって、安心して

教育活動に取り組めるように支援す

ることを目指しています。

◆「夏休み学習日」とは？

　「夏休み学習日」は、夏休みの終わ

り頃に実施しており、小中学生が同

じ場所に集まって、教え合いながら

学んでいます。参加している児童生

徒は夏休みの宿題や、苦手な学習の

克服などに取り組んでいます。

　今年度は、８月20日(火) ～ 22日

(木)の３日間、神岡町公民館で９:00

～12:00に開催予定です。児童生徒は

もちろん、その様子を見守り、サポー

トしてくださる地域ボランティアを

募集しています。高校生の参加も大

歓迎です！詳しくは学校支援部の林

義成(090-7027-8010)まで。

　　　神岡小中学校支援部　林義成

学校教育課 0577-73-7494

昨年度の「夏休み学習日」の様子

昨年度行われた「夏休み学習日」で、

上級生が下級生に教える姿

　はじめまして！私たちは、飛騨市

防災士会です。今回『防災士会の活

動』について連載することになりま

した。市民の皆さんに、防災士会につ

いて少しでも知っていただけたらと

思っています。よろしくお願いしま

す！

■飛騨市防災士会って何？

　飛騨市防災士会は、2019年３月21

日に発会した、飛騨市内の防災組織

です。会員は約250名で、年齢層も10

代から80代までと幅広いです。

①市内の小中学校での防災授業

　ゲームなども取り入れながら災害

時のシミュレーションを行います。

②地域の防災活動

　『防災タウンウォッチング』という

イベントも、実は防災士会の活動で

す。今年度も行う予定です。

③企業様向け防災研修

　災害シミュレーションゲームや企

業間のアイデア交換ができる研修を

行っています。

④防災倉庫点検

　各地区に存在する計17 ヶ所の防

災倉庫を、年に２回点検します。数は

あっているか、消費期限が過ぎてい

ないか一つ一つチェックします。

⑤市指定避難所運営の協力

　飛騨市は、独自の取り組みとして

『避難所運営協力防災士』の養成を

行っています。その養成研修会を受

けた防災士は、避難所運営の協力を

します。

飛騨市防災士会の活動

2024．４．６　防災士会主催イベントにて

さらに詳しく情報を

発信しています。

下コ－ドからぜひご

覧ください！

㊵

神岡小中学校支援部の活動　

おまかせさん

飛騨の
おまかせさん

飛騨の防災防災
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　自分の気持ちや行動次第で、何と

か解決できそうで、できないのが「家

の片付け」ではないかと思います。

　頭の中では分かっていても、なかな

か取り掛かれない、どこからどのよう

に始めたらよいのか分からない、そん

な方は案外たくさんいます。

　中には、片付け始めたけれど、こ

れはまだ使える、これを捨てるのは

もったいない、出来ればリサイクル

ショップで売れないか…などと、捨

てることの後ろめたさから何とか逃

れられないものかとあがいてみたり

もします。

　しかし、結局物は減らず、保留中

の物ばかりが増えていくだけで、そ

のうち諦めの方が先に立ち、いつか

は片づけられる、差し当たって今の

生活で困ることはないと開き直って

しまうのです。

　片付けは、決断力のいる孤独で地

道な作業の連続です。ともすると挫

折しがちなこの作業を続けていくに

は、同じ志を持つ仲間の存在が一番

ではないかと思います。

　飛騨市終活支援センターでは、片

付けの支援として昨年度に続き、今

年度も片付けワークショップを開催

します。自宅の片付けについて仲間

と語り合うことは、自分一人ではな

いという連帯感とともに、続ける励

みにもなります。思うように片付け

が進まない、なかなか取り掛かれな

い人は『みんなで取り組む』ことを

考えてみてはいかがでしょう。

問　　飛騨市終活支援センター

　　　（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

ご希望があれば、自宅訪問での終

活相談もお受けします。お気軽に

お問い合せください。■日程と内容

 ・７月28日（日）13:30 ～ 15:00

　ワークショップ説明と片付け

　方法

 ・８月25日（日）13:30 ～ 15:00

　１回目の振り返りと成果の報告

 ・９月29日（日）10:00 ～ 11:30

　２回目の振り返りと成果の報告

■会場　ハートピア古川　２Ｆ

　　　　ボランティアルーム

※１回目が必ず参加できる方に限

　ります

みんなで取り組む

『片付けワークショップ』

みんなで取り組む
メリット

はじめませんか？

そろそろ
終活

＜その52＞

　飛騨市民病院は「患者さん中心の

看護」を看護部の理念として掲げて

います。

　病気や怪我と向きあう患者さんと

ご家族の思いを尊重し、患者さんを

心身ともに良い状態へ導けるよう支

援することが、私たち看護師として

の使命と考えます。

　当院は、急性期・回復期・慢性

期・終末期に対応する入院病棟を有

し、患者さんやご家族の思いに寄り

添い、その人らしく暮らしていける

支援を行っています。

　飛騨市では、高齢化がどんどん加

速し高齢化率は40％を超えていま

す。このような中で当院は少子高齢

化社会のニーズを捉え、入院患者さ

んがリハビリなどを行うことで、住

みなれた地域での生活に戻っていた

だくための治療を行う地域包括ケア

病床や、安心して入院生活を送り、

自宅へ帰るための入退院支援など地

域包括ケアシステムを推進していま

す。

　高齢者に対する支援を実践するた

めには、相応の知識や技術の習得と

合わせて、家庭での暮らしや生活さ

れている地域を知ることも重要な要

素となります。患者さんを生活者と

してこの先の地域での生活を見据え

た看護を提供するために、地域の関

連施設と連携し、入院から外来そし

て地域での生活へとつなぎ、患者さ

ん自身がその人らしい生活ができる

ように努めています。

　また、看護の質をより良いものに

し、患者さんの安全を第一に考えて

いくためには、日々の看護の実践の

中で、看護師だけではなく他の医療

スタッフや、ご家族等とのコミュニ

ケーションを大切にし、自分の考え

や思いを言葉にして相手に伝え合う

ことが大切です。共に気づいて学び

合いができる体制をつくることを常

日頃から心がけています。

　誰からも「ここに来て良かった、

この病院があって安心だ」と思って

いただけるよう、また働くスタッフ

からは「ここで働けて良かった」、

と思いながら働き続けられる病院づ

くりを目指しています。

飛騨市民病院

0578-82-1150

看護師の役割
飛騨市民病院　看護部長

荒家　千夏


